
2023 年度 岡山大学医学部医学科オープンキャンパス（2023 年 8 月 5 日（土）開催） 

質問と回答 

 

2023 年度岡山大学医学部医学科オープンキャンパスにご参加いただき，誠にありがとうございまし

た。いただいたご質問と回答を下記に記載いたします。（順不同） 

 

【岡山大学医学部医学科や在学中のカリキュラムについて】 

 

A1-1. オープンキャンパスの中で説明したことは全て岡山大学医学部医学科の強み，特色です。 

   追加するとすれば，岡山大学医学部医学科は長い歴史や伝統があり，岡山大学病院の関 

連病院を含む多くのサポーターがいます。関連病院が多いということは相談できる人が多く， 

また，研究でも医療でも進めやすくなることが多い。どうしても偏差値で大学を決めることが 

あると思いますが，偏差値にはない魅力が岡山大学にはあります。岡山は交通の要衝であ

り人が多く交わる地域です。そのような地政学的背景もあり，多様性に富み，開明的な進取

の気性の風土を備えています。 

A1-2. 在校生から見た岡山大学医学部医学科の魅力は，国際バカロレア選抜を全国に先駆けて 

導入し，学生へのサポートも大変厚いこと，また，同級生や先輩方はそれぞれで色んな活 

動をしていて，視野が広い学生がいるなと感じます。医学研究インターンシップや選択制臨 

床実習で，正課内で海外に出るチャンスがあるということも大きな魅力と感じています。 

 

 

A2. 岡山大学救命救急・災害医学講座では，教育・研究・臨床の 3 本柱に力を入れています。 

教育では，学生に心肺蘇生を教えるだけでなく，機会があれば，下級生や一般市民に学生が 

心肺蘇生を教え，知識の定着や自信向上に役立てています。 

また，多くの診療科にまたがる分野なので幅広い知識を身に付けることの重要性を教えてい 

ます。 

研究では，動物や細胞を使用した研究を行い，そこから得た知見で新しい治療法の開発を試 

みています。また，何万・何十万という大きなデータを使用した研究も行っています。 

臨床分野では，医師だけでなく，看護師や臨床工学技士などの他の医療職と連携をして仕事 

をしています。また，終末期医療にも力を入れていて，患者さんやご家族の話を聞いて，意志 

をしっかり確認することで，現在では日本で一番臓器提供を行っている部署です。 

救急搬送ももちろんのこと，患者さんがたらいまわしになるのを防ぎ，岡山市内の最後の砦と 

なるように頑張っています。 

Q1. 国内にたくさんある医学部の中で岡山大学医学部医学科の強み，カリキュラムの特色を 

教えてください。 

Q2. 救急医療に興味があります。 

岡山大学の救急分野における魅力や特色を教えてください。 



 

A3. 診療科単独での強みというよりも，岡山大学病院におけるロボット支援下手術，低侵襲医療， 

臓器移植，集学的がん治療などの高度先進医療を中核とし，さらに，これからの発展が期待さ 

れる免疫療法（免疫療法については，WEBオープンキャンパスでの研究紹介動画でもご紹介 

しています。）やゲノム医療も強力に推し進めています。これは診療科単独で行うものではなく， 

診療科間，さらには，基礎医学と臨床医学の橋渡しを実現して可能なものであると考えていま 

す。 

 

A4. 岡山大学医学部医学科では，３年次に「医学研究インターンシップ」という科目を開講し，３ヶ 

月間他の授業は開講されず，学生はその期間に研究に従事します。「医学研究インターンシ 

ップ」では，学内コース，学外コースがあり，学外コースには海外の研究機関のコースもありま 

す。また，６年次の「選択制臨床実習」では，学外コースの中に海外の病院のコースもあり，約 

１ヶ月間の留学が可能です。 

いずれも各コースに課せられた英語基準をクリアすることで，希望すれば派遣される可能性が 

あります。 
 

 

A5. 派遣先例を下記に記載します。    

   「選択制臨床実習海外コース」の例 

    ・ミシガン大学，ピッツバーグ大学 

    ・マヒドン大学 

    ・センメルワイス大学 

    ・デブレッツェン大学 

    ・カレル大学 

    ・マサリク大学など 

   このような大学の病院で臨床実習に参加することができます。 

 

Q4. 留学制度について詳しく教えてください。 

A3. 岡山大学医学部医学科が得意としている診療科を教えてください。 

Q5. ６年次に参加できる可能性がある海外臨床実習では，どのようなことができるのか教えて 

ください。 



 

A6. おそらく「早期体験実習」もしくは「早期地域医療体験実習」の授業科目について 

   お問い合わせを頂いているのかと思います。 

   「早期体験実習」では，１年生全員がグループにわかれて 

   ・救命救急での心配蘇生実習 

   ・外科での術場見学や手洗い実習 

   ・産婦人科での妊娠体験と分娩体験 

   ・内科での内視鏡体験  

   を行います。 

   また，栄養部や薬剤部，看護部のコメディカルでの体験実習もあります。 

  「早期地域医療体験実習」では，地域枠コースの学生は必修，一般コースの学生は選択科目と 

して，９月に１週間，地域のクリニックや診療所で診察の見学だけではなく，救急車への同乗， 

介護体験や地域の福祉関係者の面談等，施設ごとの特徴を生かした実習を行います。 

実習参加者には派遣前にスタンダードプリコーションに関するオリエンテーションや，医療面 

接に関する講義，模擬患者さんとの医療面接実習を受けていただいています。 

正課の中でボランティアを体験していただくようなプログラムはなく，「ボランティア＝自発的」と 

いう意味からも，医学科生としてどのようなボランティアができるのかは，学生各自が考えてい 

ただきたいと思っています。 

 

【地域枠について】 

A7. 医学科地域枠に合格された場合は，地域枠で入学いただきます。 

    医学科一般枠や，他学部の受験は不可です。 

     医学科地域枠に不合格だった場合は，医学科一般枠や他学部の受験は可能です。 

  

 

A8. 反映されません。  

Q6. 低学年で参加できる医療ボランティアではどのような体験ができるのか教えて 

ください。 

Q7. 医学科地域枠と医学科一般枠の併願，地域枠と他学部の併願は可能ですか。 

Q8. 地域枠で受験する場合，英検や漢検などの民間の外部検定試験の資格は 

    選考に反映されますか。 



 

A9. 卒後キャリアについては，各県の医療状況が異なるため，各県がそれぞれの方針を策定して 

いますので，志望する県に直接お問い合わせいただくか，HP をご確認いただきますようお願 

いします。岡山県地域枠の卒業生の進路例としては，広い範囲の診療科に進んでおり，地域 

勤務の間は，地域の求める医療を提供するために必ずしも専門の診療科を限定しているわけ 

ではありません。 

 

 

A10. 大学院に進学することは可能です。多くの卒業生が学部卒業後に大学院に進学し，すでに 

学位を修得した卒業生もいます。 

    大学院に進学するために，義務年限の履行をいったんお休みする制度もありますが，各県 

によって制度が異なることもあり，志望する県にお問い合わせいただくことをおすすめします。   

 

 

A11. 岡山県の医療状況については，岡山県庁が医療行政を担当していますので， 

    岡山県医療推進課のＨＰをご参照ください。 

    https://www.pref.okayama.jp/soshiki/34/#ka_headline_1 

 

【卒後について】 

 

A12．一般枠で卒業した学生は，研修医プログラムを提供している全国の病院のうち，マッチングし 

た病院で 2 年間の初期臨床研修を受けます。その後，大学院に進学したり，留学したりする 

方，後期研修医として病院勤務をされる方，研究の道に進まれる方，医療行政の道に進まれ 

る方など，多岐にわたります。 

地域枠で卒業した学生は，在学中に奨学金を受けた県内で研修医プログラムを提供し 

ている病院のうち，マッチングした病院で 2 年間の初期研修を受けます。奨学金を受給した期 

間（6 年間）の 1.5 倍（9 年間）に奨学金を受けた県の知事が指定する医療機関での勤務が必 

Q9. 地域枠で入学した場合，将来志望できる科は総合診療科などに限られますか。 

Q10. 地域枠で入学した場合，大学院に進学することはできませんか。 

Q11. 岡山県の今の医療状況を教えてください。 

Q12. 医学科地域枠の一般枠コース，地域枠コース，どちらも検討中の高校１年生です。 

    卒業後の進路について教えてください。 



要です。 

 

【在校生への質問：学生生活について】 

 

A13. １，２年次は教養教育科目があり，他学部の学生と一緒に受ける授業があります。（週２ 

日）。３年次以降や部活動に参加することを考え，鹿田周辺に住んでいる学生が多いよう 

に思います。 

 

 

A14.  4 年次１月～5 年次 12 月までの基本臨床実習では 23 診療科で 2 週間ずつの実習を行

います。様々な診療科で臨床実習を行います。3 年生までは臨床の現場で体験実習を行って

も，配慮いただきながら実習できています。本格的に臨床実習が始まっても，経験を積むこと

で徐々に克服できるのではないかと思います。 

 

 

A15. 時間をとって，計画的に繰り返し繰り返し勉強することで，苦手を克服できると思います。 

 

 

A16. 勉強方法，偏差値等はそれぞれ人によって異なり，また受験する年によって異なります。 

合格することだけではなく，自分が人生でどのような目標を持っているのか，そのために何を大

学で学びたいのか，希望する学びができる大学はどこなのかをしっかり考えてください。 

Q13. 岡山大学には津島キャンパス，鹿田キャンパスがありますが，1,2 年次は 

両キャンパスを行き来することになるのですか。 

また，下宿先としてどのあたりに住んでいる方が多いですか。 

Q14.  血があまり得意ではありません。病院では様々な科で研修するのでしょうか。 

また，血や傷口を見るのは克服されましたか。 

Q15.  暗記が苦手なのですが，医学部での勉強についていけるでしょうか。 

Q16.  一般選抜を受験予定です。高校２年生の夏頃は何を優先して勉強すればいいです 

か。 

この時期の模試は偏差値どれぐらいを目標に勉強すればいいですか。 



 

A17． A16.と同様です。 

 

 

A18． A16.と同様です。 

 

 

A19．「入試に合格すること」ではなく，自分が自分の人生の中で，何をしたいのかをしっかり考えて 

ください。そのために必要と思われることを自分で考え，一度しかない高校時代に様々なこと 

に挑戦してみてください。 

 

 

Q17.  一般選抜を受験予定の高校２年生です。 

どのようなスケジュールで勉強されていましたか。 

また，使っておられた参考書を教えてください。 

Q18.  一般選抜受験を目指している高校１年生です。 

高校１年生の早いうちからやっておいた方がいい勉強や，高校１年生の早いうちから 

やっておいた方がよかった・・というようなことを教えてください。 

Q19. 国際バカロレア選抜受験を目指している高校１年生です。 

入試までにどのようなことをすればよいですか。 

また，大学の過去問に取り組んでおいた方がよいでしょうか。 




